
レクチャー１

「呼応 一致 」とは。

「呼応 一致 」とは、主語の人称や数によって、 述語 動詞の形が変化するこ

とをいいます。

簡単な例を挙げてみましょう。以下の英文の ですが、どちらが正し

いかわかりますか

① ・

トムには立派な息子が２人いる

② ・

トムとメアリーには立派な息子が２人いる

正解は①は 、②は です。選択の基準はそれぞれの英文の主語でし

た。①は という単数名詞に呼応 一致 して が正しく、②は

という複数を示す名詞に呼応 一致 して が正しいわけです。

この「呼応 一致 」で、特に受験で狙われるポイントは、以下の３つです。

①主語は複数なのに、述語動詞は例外的に単数扱いになるもの

②逆に主語は単数形なのに、述語動詞が複数扱いになるもの

③２つの主語が接続詞で結ばれたとき、述語動詞はどちらの主語に呼応

一致 するか

ではこれらを中心に、さっそく「呼応」のポイントを整理していくことにし

ましょう。

レクチャー２

形は複数形だが単数扱いになるもの。

複数名詞が主語の場合、原則として複数扱いですが、以下の場合には、形は

複数形なのに「単数扱い」となります。したがって当然ですが、動詞には３
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単現の がついたり、 動詞の場合は となります。

⑴複数形の学科名、国名、書名等が１つのものをさす場合。

数学は彼女が苦手とする唯一の教科だ 学科名

アメリカ合衆国は日本に穀物を輸出している 国名

『ニューヨークタイムズ』紙は駅の売店で売っている 新聞名

「学問・学科名」には以下のようなものがあります。

｢体育理論｣｢運動競技｣ ｢体育｣ ｢音素論｣

｢経済学｣ ｢和声学｣ ｢物理学｣

｢電子工学｣ ｢言語学｣ ｢政治学｣

｢美学｣ ｢機械力学｣ ｢静力学｣

｢倫理学｣ ｢形而上学｣ ｢統計学｣

｢栄養学｣ ｢光学｣ ｢用兵学｣

｢力学｣ ｢音響学｣ ※ が｢ 行動などの 音響

効果｣という意味になる場合には複数扱い｡

⑵時間、距離、金額、重量等を１つの まとまった 単位としてみる場合。

外国語を学ぶのに１０ヶ月は短すぎる

２０ドルはそのＣＤを買うのに十分なお金だ

以下の英文では「時間 ５年 」を１つの単位 まとまり として見ているわけ

ではないので、 は複数扱いとなっています。

父が死んで５年になる
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レクチャー３

部分を表す主語の呼応 一致 。

以下のような「部分を表す主語」の場合、「Ａ」の部分にくる名詞が複数形

であればその主語は「複数扱い」、逆に「Ａ」の部分にくる名詞が単数形で

あればその主語は「単数扱い」となります。

Ａ 「Ａの大部分」 Ａ 「Ａのすべて」

Ａ 「Ａの半分」 Ａ「Ａの３分の２」

【その他】 等

具体例を挙げてみましょう。

①

私達の学校の生徒大部分は大学に進学する

②

水の大部分は最終的には海に注ぎます

①の場合、Ａにあたるのが と複数名詞なので、「主語＝複数」

と判断され、動詞は で受けています。

②の場合、Ａにあたるのが と単数名詞なので「主語＝単数」と判

断され、動詞は ３単現の のついた で受けています。

レクチャー４

接続詞で結ばれた２つの主語の呼応。

⑴Ａ Ｂ の呼応

主語が「Ａ Ｂ」という形の場合、一般的にはそれは「複数」と判断さ

れますね。
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ジョンと私は兄弟です

 

しかし、 で結ばれた２つの主語が、以下のような場合は「単数扱い」と

なります。

①それ全体で１つのまとまったものや概念を示すとき

②それが同一の人（又は物）を表すとき

①の例を挙げてみましょう。

・ カレーライス

ディナーではカレーライスが出された

・ バターを塗ったパン

バターを塗ったパンが我が家のお決まりの朝食だ

・ 糸を通した針

糸を通した針が必要だ

②の例を挙げてみましょう。

政治家であり哲学者でもあるその人はまだ日本に住んでいる

上の英文の主語が「同一の人」であることを示しているヒントは、冠詞の

です。 が１つしかありません。ということは

で一人の人を表していることが分かるわけです。

ちなみにしたの英文の場合はどうでしょう

その政治家とその哲学者はまだ日本に住んでいる
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この英文の場合には が２つありますね。ということは と

は別人であることが分かるのです。もちろん「主語＝複数」と

となり、動詞は で受けています。

ちなみに「 」が主語の場合は、常に「複数扱い」となります。

彼の奥さんも彼も日本人だ

⑵Ａ Ｂ等の呼応。

以下の英文は意味は同じです。では 内のどちらがが正しいか分か

りますか

① ・

② ・

正解は①は 、②は です。

実は「 」が全体で主語になった場合、動詞は全て「Ｂ」に呼応 一致

するというルールがあるのです。したがって①は「Ｂ＝ 」なので

、②は「Ｂ＝ 」なので が正解になるというわけです。

このように、それが主語になったとき、動詞が「Ｂ」に呼応 一致 する表現

として以下のようなものがあります。

① ＡかＢどちらか一方

② ＡもＢもどちらも～ない

③ ＡではなくてＢ

④ ＡだけでなくＢもまた

＝

要注意は で、 ～ と意味は同じなのに「Ａ」と「Ｂ」

の位置が逆です。

彼だけでなく彼の息子もまた満足していた

これらは厳密に定義するなら､｢動詞に近いほうの名詞｣に合わせるのである｡したがって疑問文では｢ ｣に合わせることになる｡
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彼女と君のどちらが正しいのだ

レクチャー５

不定代名詞の呼応。

⑴ 単数名詞 。

以下の英文、 内のどちらがが正しいか分かりますか

・

それぞれ の人 はきちんとした身なりをしていた

正解は です。 が代名詞として用いられたときは 意味的には複数

を表すのだが 「単数扱い」となります。これは 単数名詞、

も同じです。

頭文字がすべて「 」なので覚えやすいですね も の否定と考えれば 。

またこれらが形容詞的に使われる場合、直後の名詞は単数名詞となります。

男子も女子も各自免許証を持っている

どちらの計画も実現可能です

どちらの話もおもしろくない

その学校の生徒たちはしつけがよく行き届いている

上例のように､ のかかる名詞が で結ばれていたとしても､単数扱いに変わりはない｡

上例でも 、 、 、 が修飾ているそれぞれの名詞

は、全て単数名詞ですね。

そして上例でわかるように、これも「単数扱い」となります(動詞が has、

で受けている 。
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⑵ 。

が代名詞として「両方」という意味になる場合、 は「複数扱い」

です。

２人とも生きている

と、後ろに名詞をとる場合も「Ａ」は複数名詞が来ます。

通りの両側には木が植わっている

は でも言い換えられますが、 の場合、

「Ａ」には単数名詞が来るのでしたね。

＝

⑶ 。

の場合、可算名詞も不可算名詞も表すことができるので注意が必要です。

つまり 主語の場合、

① の意味するものが不可算名詞の場合は、all は「単数扱い」。

万事休す

終わり良ければ全てよし

君は全力を出しさえすればいい

② の意味するものが可算名詞の場合は、all は「複数扱い」。

全員部屋の中で静かにしていた

が形容詞的に用いられる場合は、後ろにくる名詞次第となります。

つまり、
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①その後の名詞が複数名詞なら all+名詞は「複数扱い」。

その学生たちはみんな勤勉だ

②その後の名詞が単数名詞なら all+名詞は「単数扱い」。

全ての天然バターはクリームから作られる

レクチャー６

その他の呼応。

⑴「 単数名詞」。

「 単数名詞」は、「 複数名詞」の強調表現で、意味的に

は当然「複数」なのですが、 動詞直前に来る 単数名詞に引きずられて、

「単数扱い」となります。例文で確認してみましょう。

たくさんの鳥が公園にいる

もちろん上の英文は、以下のように「 複数名詞」を用いて表現す

ることも可能です。

⑵「 単数名詞」。

「 単数名詞」は「いくつもの いく人もの ～」という意味

で、当然「複数」を表すのですが、これも 動詞直前に来る 単数名詞に引

きずられて「単数扱い」となります。

いく人もの従業員が解雇された
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⑶「 Ａ」と「 Ａ」。

「 」は「数多くのＡ」という意味で「複数扱い」になります

が、「 」は「Ａの数」という意味で「単数扱い」になり

ます。

多くの人々は野球をするのが好きだ

喫煙者の数は減少している

⑷「 ・ 等 複数名詞」。

「 ・ 等 複数名詞」の場合、動詞は「 … 」

に呼応 一致 し、「単数扱い」となります。

ブラウンさんは新しい眼鏡をかけている ｢身につける｣

もちろん以下の例文の場合は、 に動詞は呼応 一致 しますから

「複数扱い」となり になっています。

２足の新しい靴下が君に必要なものだ

⑸集合名詞。

集合名詞 いくつかの同種のものの集合体を指す名詞 については、以下の

ようなルールがあります。

① 集合名詞が１つの集合体を表す場合は「単数扱い」。

そのクラスは１人の教師で教えるには大きすぎる

うちの家族は大家族です

－９－

呼応



たくさんの聴衆だった

② 個々の構成員を指す場合は「複数扱い」。 こちらが頻出。

クラスは意見が分かれた

我が家はみんな早起きです

③ 常に複数扱いにする集合名詞。 太字は頻出。

｢警察｣｢警官達｣ ｢聖職者達｣

｢ 人に飼われている 牛｣ ｢ ｱﾋﾙ･鶏･七面鳥等の 家禽類｣

⑹動名詞、不定詞が主語の場合。

動名詞や不定詞が文の主語になった場合は「単数扱い」となります。

百聞は一見にしかず

切手集めが僕の趣味です

⑺「 動詞 又は一般動詞 」。

「 動詞 一般動詞 」の構文は、動詞は「後続するに呼応 一致 」

します。つまり

① 又は一般動詞 の後の 名詞 が単数名詞なら 又は一般動詞 は「単数扱

扱い」

② 又は一般動詞 の後の 名詞 が単数名詞なら 又は一般動詞 は「複数扱

扱い」

となります。

テーブルの上に箱が１つある

上の英文でも、主語が なので、直前の 動詞は になってます。
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⑻「 形容詞 分詞 」。

「 形容詞 分詞 」は「 人を表す 複数名詞化」することがあります。

たとえば は「豊かな人々」という意味で と同じ

意味になります。このような形容詞には以下のようなものがあります。

体の丈夫な 勇敢な 死んだ 耳の聞こえない

体の不自由な 口のきけない 年輩の 有罪の

家を持たない 負傷した 無実の 生きている

年をとった 貧乏な 金持ちの 病気の

失業した 裕福な 賢い 負傷した

若い 等。

したがってその場合「複数扱い」となります。

豊かな人々はしばしば貧乏人を軽蔑する

それから 英国人 ｵﾗﾝダ人 など、「 国籍を表す

形容詞」についても、同じように国民全体を表し、「複数扱い」となりま

す。

日本人は勤勉な国民だと言われている

ただし、以下については「単数の人」「複数の人」どちらも指す可能

性がある。つまり「特定の被告 故人… 」を指す場合には 単数の人を

表しているので 、「単数扱い」になる。

被告 故人 追跡されている人

⑼関係代名詞が主語 主格 の場合。

関係代名詞が主格の場合、動詞の人称と数は「先行詞に呼応 一致 」しま

す。

つまり先行詞が単数名詞なら「単数扱い」、複数名詞なら「複数扱い」と
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なります。以下の例文は、波線部分が先行詞です。

何でも必要なものは持っていってよろしい

出席していた客の一人が私に話掛けようとした

ジムは私の友人のうちで才能のあるただ一人の人です
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「呼応 一致 」の演習問題

Ｑ：（ ）の中に入れるのに最も適当なものを選びなさい。

① ②

① ②

① ②

① ②

㎞ ① ②

① ②

① ②

① ②

① ②
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① ②

① ②

① ②

① ②

① ② ③

① ②

① ②

① ②

① ②

① ②

① ②
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① ②

① ②

① ②

① ②

① ②

① ②

① ②

① ②

① ②

① ②
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【解答＆解説】

⑴①

【解説】「学問名」は単数扱い。 は「経済学」。

⑵①

【解説】「学問名」は単数扱い。 は「物理学」。

⑶①

【解説】「国名」は単数扱い。 は「アメリカ合衆国」。

⑷①

【解説】 を１つのまとまり（単位）としてみなしているので「単数扱い」に

なる。

⑸①

【解説】 キロ を１つのまとまり（単位）としてみなしているので「単数扱い」

になる。

⑹②

【解説】 の後ろの名詞が複数名詞なので、「複数扱い」となる。

⑺①

【解説】 の後ろの名詞が単数名詞なので「単数扱い」となる。

⑻②

【解説】 の後ろの名詞が複数名詞なので「複数扱い」となる。

⑼②

【解説】 は複数を表している 「私達」つまり で言い換えられる ので

「複数扱い」となる。
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⑽①

【解説】 で１つのものを表しているので「単数扱い」となる。

⑾①

【解説】 で１つのものを表しているので「単数扱い」となる。

⑿②

【解説】 で、「勉強ばかりで遊ばないこと」という１つの概念

を表しているので「単数扱い」となる。

直訳は「勉強ばかりで遊ばないことはジャックをダメな子にする」だが、これ

は、要するに「よく遊びよく学べ」という日本の格言と同意の諺 ことわざ 。

⒀②

【解説】 は「複数扱い」。

⒁②

【解説】 は、Ｂに呼応 一致 する。

⒂①

【解説】 も、Ｂに呼応 一致 する。

⒃①

【解説】 の後には単数名詞が来る。

⒄①

【解説】 が１つしかない点に注目する。 で 「白と黒の

ブチの猫」という 一匹の猫を表している。

⒅①

【解説】 も、Ｂに呼応 一致 する。

⒆②

【解説】 の場合は、Ａに呼応 一致 する。

－１７－

呼応



⒇①

【解説】 の後には単数名詞が来る。

①

【解説】 単数名詞は「単数扱い」。

②

【解説】 ～ は「数多くの～」という意味で「複数扱い」。

①

【解説】 ～ は「～の数」という意味で「単数扱い」。

①

【解説】 ～ は、 に動詞は呼応 一致 し、「単数扱い」。

②

【解説】 は の複数形。

①

【解説】集合名詞は、それが１つの集合体を表す場合には「単数扱い」。

②

【解説】集合名詞が、その個々の構成員を指す場合には「複数扱い」。

②

【解説】「 動詞 」構文においては、 動詞の後ろの 名詞 が単数名詞で

あれば、 動詞は と単数扱いになり、 名詞 が複数名詞であれば、

動詞は と複数扱いになる。

本問では が。「 形容詞」は「 人

を表す 複数名詞化」することがある。 は「失業者」という意

味で、 と同じ。したがって複数扱いの名詞と見る。
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②

【解説】 は「美しい人 女性 達」という意味で「複数扱い」。

①

【解説】 は「単数扱い」。
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